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主な内容　p2-3震災復興の現状、p4春の交通安全運動、p5 NHK
のど自慢、p6保険証の更新、高額医療費の支払方法、p7震災稲敷市
義援金の配分、p8介護保険、p9国保保険料の納付　など

表紙　「あげ餅」の味を競うコン
テスト「稲敷市第３回あげ餅自慢
大会」。（関連記事p22）
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全力で取り組んでいます！
震災復興の現状について

■
震
災
前
の
環
境
に
戻
す

た
め
に

災
害
復
旧
に
は
莫
大
な
経
費
が
か

か
り
ま
す
。災
害
直
後
に
は
、
ま

ず
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る

た
め
、
応
急
的
な
工
事
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、
こ
れ
か
ら

先
の
恒
久
的
な
復
旧
工
事
に
は
、

市
の
予
算
だ
け
で
は
ど
う
す
る
こ

と
も
出
来
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
を
軽
減
す
る
た
め
東
日

本
大
震
災
で
受
け
た
被
害
に
対
し
、

国
の
補
助
を
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
、
各
省
の
査
定
を
受
け
て
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
5
月
か
ら
10
月
ま
で
、
こ

の
査
定
が
続
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

工
事
の
発
注
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
工
事
の
進
め
方
は

補
助
事
業
に
認
定
さ
れ
、
工
事
発

注
を
す
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
に
も

順
番
が
あ
り
ま
す
。道
路
が
壊
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に

元
通
り
に
直
す
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。道
路
の
下
に
は
、下
水
道
、上

水
道
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
が
埋

設
さ
れ
て
い
て
、
そ
ち
ら
も
壊
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

稲敷市は、今回の大災害により東地区を中
心に、住宅の倒壊や道路、上下水道などの
インフラの損壊、さらに農地・農業施設で
は液状化による茨城県下最大の被害を受け
ました。
　このような中、現在稲敷市では国や県な
どの関係機関と密接に連携し、震災からの
復旧・復興に全力で取り組んでいます。特
に農地・農業施設の復旧は、今年の作付け
に間に合うよう、全力で工事を推進してい
るところです。

　
稲
敷
市
で
は
、
建
設
課
、
道
路

維
持
課
、農
政
課
、下
水
道
課
、水

道
局
、
そ
し
て
国
交
省
、
県
の
道

路
関
係
や
農
林
水
産
省
の
水
利
施

設
関
係
の
復
旧
事
業
行
程
と
、
調

整
を
図
り
な
が
ら
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

■
基
幹
産
業
を
最
優
先
に

稲
敷
の
基
幹
産
業
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
稲
作
で
す
。昨
年
液
状
化

や
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
破
損
に
よ

り
作
付
け
で
き
な
か
っ
た
農
地
は

５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
上
り
ま

し
た
。こ
の
数
字
は
茨
城
県
内
で

は
最
大
の
被
害
で
し
た
。

　
今
年
は
、
こ
れ
ら
の
田
ん
ぼ
全

て
を
作
付
け
可
能
に
す
る
た
め
、

全
力
で
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

砂
が
吹
き
出
し
た
田
ん
ぼ
は
、

重
機
に
よ
り
天
地
返
し
を
行
い
、

同
時
に
排
水
元
と
な
る
機
場
と
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
行
っ
て
い

ま
す
。こ
の
工
事
で
5
月
中
に
は

１
０
０
％
耕
作
が
で
き
る
よ
う
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
代
地
区
の
店
舗
集
合

地
帯
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。地
域
活
性
化
を
一
日
も
早
く

回
復
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
地
区
の

道
路
整
備
を
優
先
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

■
住
宅
の
被
害
に
対
し
て

市
内
の
住
宅
の
被
害
は
申
請
が
あ

っ
た
物
だ
け
で
も
約
４
０
０
０
件

に
上
り
ま
す
。

　
全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
住
宅
に

対
し
ま
し
て
は
、
義
援
金
が
配
分

さ
れ
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
７
ペ
ー

ジ
）
さ
ら
に
、
半
壊
や
小
規
模
半

壊
の
住
宅
に
お
い
て
も
、
高
額
の

修
繕
に
対
す
る
補
助
も
検
討
中
で

す
。

■
更
な
る
復
興
に
向
け
て

稲
敷
市
の
復
旧
は
概
ね
24
年
度
中

に
は
終
了
し
ま
す
。ま
た
、「
災
害

の
影
響
を
受
け
ず
、
立
地
条
件
が

よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
大
型
の

企
業
が
江
戸
崎
工
業
団
地
に
決
ま

っ
た
と
い
う
朗
報
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
大
震
災
を
教
訓
に
災
害
対

策
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

災
害
時
の
行
政
、
企
業
、
住
民
の

団
結
力
を
高
め
、
稲
敷
市
の
更
な

る
復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

人的被害 死者：０人／けが人：5人

建物被害
住宅 全壊：133棟／大規模半壊：129棟／半壊：

297棟／一部損壊：3,571棟

非住宅 公共施設：52棟／その他：402棟（事務所、店舗、
倉庫など）

社会基盤被害 道路：850か所／上水道：405か所／下水道：
29施設（市施設のみ）

農地 農地：9地区（178ha）／水路（農業用施設）：133
か所／用水機場（農業用施設）：24か所

※建物被害については2月25日現在、その他は１月1日現在の数字です。

◀
新
東
小
学
校
前
の
道
路

▲液状化した田んぼの土をこの耕作
機を使って天地返しをしていきます。

▲天地返しをした土をレーザー水準
器を付けたブルドーザーが平らにし
ていきます。

▲水田の心臓部ともいうべき機場。
急ピッチの作業が進められています。

▲このパイプが地中深く設置され、
それぞれの田んぼに水を送っていき
ます。

▲新利根川沿いの国道125号線。川
の水をせき止めながら、工事が行わ
れています。

▲交通量の多い国道51号線。一車
線は工事が終わり、残りの一車線を
現在工事中です。

▲下水道管の敷設作業。こ
の行程が終わらないと上水
道や道路工事が始まれませ
ん。

◆農地・農業要施設の被害状況

パイプラインの線的被害

　　 〃  　　箇所的被害

用　水　路　の　被　害

排　水　路　の　被　害

機場の被害（用水・排水）

作 付 不 能 農 地（H23）

◆社会基盤施設の被害状況

道路の線的被害（市のみ）

 〃  箇所的被害（市のみ）

上  水  道  の  被  害

道 路 被 害（国・県のみ）

堤 防 被 害（国・県のみ）

下  水  道  の  被  害

全　　　壊

大 規 模 半 壊

半　　　壊

一 部 損 壊

◆住家の被害状況
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春は新入学児童生徒が、慣れない登下校が始まる季節
です。また、陽気が良くなり、お年寄りも外に出る機会
や、新社会人の新米ドライバーも増える季節。
　市民一人ひとりが交通ルールやマナーを守り、交通
事故ゼロを目指しましょう！

●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）☎029-892-2000（内

線4403）

上げた手に 気づいて止まる 思いやり
４月６日〜15日の「春の交通安全運動」

■
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

マ
ナ
ー
の
向
上
を

交
通
事
故
を
な
く
す
の
は
、
道

路
を
利
用
す
る
全
て
の
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、

交
通
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
す
。誰
も
が
分
か
っ
て
い

る
こ
と
で
は
あ
り
な
が
ら
、
発

生
し
て
い
る
事
故
の
多
く
は
こ

れ
ら
を
軽
視
し
守
ら
な
い
こ
と

が
そ
の
原
因
で
す
。

　
平
成
23
年
中
の
交
通
事
故
死

者
数
（
１
６
９
人
）
を
年
齢
別
に

み
る
と
高
齢
者
の
死
者
数
が
半

数
以
上
で
す
。中
で
も
歩
行
中

の
死
亡
事
故
が
45
人
と
最
も
多

く
、
そ
の
相
手
と
な
っ
た
運
転

者
側
の
違
反
も
当
然
あ
り
ま
す

が
、
高
齢
者
側
の
約
７
割
に
も

「
車
両
の
直
前
直
後
横
断
」
な

ど
の
違
反
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
転
者
の
悪
質
違
反

に
よ
る
死
者
数
は
全
死
者
数
の

21
・
９
％
（
全
国
：
15
・
３
％
）

を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
自
転
車

利
用
者
に
つ
い
て
も
、
二
人
乗

り
や
夜
間
の
無
灯
火
、
歩
道
で

の
並
進
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を

無
視
し
た
悪
質
・
危
険
な
走
行

が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。特

に
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

自
ら『
知
る
』、
周
り
に『
知
ら

せ
る
』、
相
手
に『
譲
る
』を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
の
交
通
事
故

平
成
23
年
中
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
死
者
数
は
85
人
で
全

死
者
数
の
50
・
３
％
を
占
め
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
５
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。状
態
別
で
は
、
歩
行

中（
45
人
52・９
％
）が
最
も
多
く
、

中
で
も
横
断
中
が
37
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。次
い
で
自
転
車
乗

車
中（
20
人
23
・
５
％
）、四
輪
乗

車
中
（
15
人
17
・
６
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
薄
暮
時
に
多
い
交
通

事
故

平
成
23
年
中
の
夜
間
の
事
故
死

者
数
は
90
人
で
、
全
死
者
数
の

53
・
３
％
を
占
め
ま
す
。特
に

午
後
６
時
〜
８
時
が
23
人
と
最

も
多
く
、
次
い
で
午
後
10
時
〜

午
前
０
時
が
16
人
、
薄
暮
時
を

含
め
た
午
後
４
時
〜
８
時
は
36

人
で
全
体
の
21
・
３
％
を
占
め

ま
す
。薄
暮
時
の
事
故
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
に
関
す
る
法

律
が
変
わ
り
ま
し
た

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
20
年
か
ら
幼
児
・
児
童
に

対
す
る
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
に
関
す
る
規
定
が
新

設
さ
れ
、
普
通
自
転
車
の
歩
行

通
行
要
件
が
明
確
化
さ
れ
ま
し

た
。平
成
21
年
に
は
幼
児
二
人

同
乗
用
自
転
車
に
関
す
る
規
定

が
新
設
さ
れ
、
自
転
車
の
安
全

利
用
に
関
す
る
法
改
正
が
進
み

ま
し
た
。

　
一
方
で
、
ブ
ー
ム
に
乗
っ
た

利
用
者
人
口
の
増
加
な
ど
の
影

響
で
、
無
秩
序
な
走
行
や
危
険

な
利
用
が
大
き
な
社
会
問
題
と

自転車安全運転利用５則
1自転車は、車道が原則、歩道は例外
2車道は左側を通行
3歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4安全ルールを守る
 ⃝飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
 ⃝夜間はライトを点灯
 ⃝交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
5子どもはヘルメットを着用

な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
乗
り
方
で
エ
コ
で
身

近
な
交
通
手
段
を
、
上
手
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

順位 都道府県 死者数（人）前年比
1 愛知 225 ＋28
2 東京 215 0
3 埼玉 207 ＋9
4 兵庫 198 ＋6
5 大阪 197 −4
6 北海道 190 −25
7 神奈川 180 −2
8 千葉 175 −9
9 茨城 169 −36
10 静岡 164 −1

死亡事故多発都道府県

順位 都道府県 死者数( 人)
1 香川 7.63
2 福井 7.56
8 茨城 5.68
全国平均 3.60

人口10万人当たり

※参照人口：平成22年10月1日現在

稲敷市に6月24日、「ＮＨＫのど自慢」が来ます。
　出場および観覧には事前応募が必要です。ご希望の方は
各締め切りまでに往復はがきでご応募ください！

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎029-892-2000（内線2606）

●NHK 水戸放送局☎029-232-9722（自動音声案内）

「ＮＨＫのど自慢」出場者・観覧者募集
６月24日（日）江戸崎体育館で開催

日時：6月24日（日）
開場：午前11時　／　開演：午前11時45分
終演予定：午後1時30分
会場：江戸崎総合運動公園体育館（稲敷市荒沼３−１）　
出演：細川たかし、夏川りみ、予選会で選ばれた20組の皆さん
司会：徳田 章アナウンサー
放送予定：6月24日（生放送）午後0時15分〜1時（NHK 総合・ラジオ第1・国際）

出場希望の方

●締切り5月8日（火）必着
郵便往復はがき（私製を除く）でお申し込みください。

■応募資格は中学生を除く15歳以上で、原則アマチ
ュアの方です。
■高校生はハガキに部活動を記入してください。
■応募者多数の場合は、定員250組を選出の上、予選
会6月23日（土）出場のご案内をお送りします。
■応募は１人（1組）1通に限ります。
■グループでお申し込みの場合は、全員の名前と年齢
を記入してください。

観覧希望の方

●締切り5月22日（火）必着
郵便往復はがき（私製を除く）でお申し込みください。

■応募者多数の場合は、抽選の上、入場整理券（１枚で

２人入場可）を送付します。
■１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
■予選会は入場自由です。（ただし、座席数を超えた場合

は、入場制限をする場合があります。）

※ ご応募の際にいただいた情報は、選考結果のご連絡のほか、受信料のお願いに使用させて
いただくことがあります。

3 1 0 8567

3 0 0 0595

ＮＨＫ水戸放送局
「ＮＨＫのど自慢」
出場係

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

空欄
（何も書かない）

①郵便番号
②住所
③名前
④年齢
⑤職業（具体的に）
⑥電話番号
⑦歌いたい曲（1曲）
⑧歌手名
⑨選曲理由

①郵便番号

②住所
（代表者）
③名前

（代表者）

稲敷市
江戸崎甲3277-1

稲敷市役所企画課
「ＮＨＫのど自慢」
観覧係

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

空欄
（何も書かない）

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

①郵便番号

②住所

③名前

細川たかし 夏川りみ
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高
額
医
療
費
の
窓
口
で
の
支
払
方
法
が
変
更

　

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
へ

４
月
１
日（
日
）か
ら
は
、
高
額

な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、

「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ

ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
の

金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。こ

れ
は
、
同
月
内
に
同
じ
医
療
機

関
へ
受
診
し
た
場
合
の
み
適
用

と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、
同
じ

医
療
機
関
で
も
入
院
と
外
来
な

ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
限
度
額
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
た
と
き
、
ひ
と
月

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
額
以

上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ

た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
し
て
い

た
だ
き
、
後
日
、
稲
敷
市
ま
た

は
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
高
額
療
養
費
と
し

て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
医

療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
認
定
証

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
る
分
を
支
払

う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
仮
に
認
定
証
な
ど
を
提
示
し

な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
の

手
続
き
に
な
り
ま
す
。（
高
額
療

養
費
の
支
給
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
、
支
払
っ
た
窓
口
負
担
と
限
度

額
の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

■ 

認
定
証
の
申
請
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁

舎
は
保
険
課
）へ
事
前
に
交
付
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
際
、

保
険
証
と
印
か
ん（
認
印
可
）を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
、申
請
は
不
要
で
す
。

対
象
者

・
70
歳
未
満
で
、
保
険
税
に
未

納
の
な
い
世
帯
の
方

・
70
歳
以
上
で
、
非
課
税
世
帯

の
方

※
70
歳
以
上
で
、
課
税
世
帯
の

方
は
、
高
齢
受
給
者
証
、
も
し

く
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

の
提
示
で
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

交
付
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保
険

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
５
・
４
６
１
２
）
／
後
期
高

齢
者
医
療
係（
内
線
４
６
１
１
）

トピックストピックス

免
除
期
間
・
減
免
期
間
が
延
長

　

国
民
健
康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
、
り
災

証
明
書
が
半
壊
以
上
の
方
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
の
免
除
期
間
、

お
よ
び
保
険
税（
料
）の
減
免
期

間
が
延
長
に
な
り
ま
す
。

　
延
長
期
間
は
、
９
月
30
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

■ 

一
部
負
担
金
の
免
除

現
在
お
持
ち
の
「
一
部
負
担
金

等
免
除
証
明
書
」
に
は
、
免
除

の
有
効
期
限
は
平
成
24
年
２
月

29
日
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

９
月
30
日
ま
で
引
き
続
き
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
さ
れ

た
際
は
、
窓
口
に
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
部
負
担
金
免
除
の
例
外

次
の
場
合
は
、
例
外
と
な
り
、

有
効
期
限
は
平
成
24
年
２
月
29

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・
入
院
時
の
食
費
、住
居
費

健
康
診
査
受
診
券
を
送
付

　

国
民
健
康
保
険（
40
歳
以
上
）、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ

　

簡
易
書
留
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す

平
成
24
年
度
の
健
康
診
査
受
診

券
を
４
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
こ
の
受
診
券
は
平
成
24
年
度

中
に
健
康
診
査（
集
団
健
診
、
人

間
ド
ッ
ク
な
ど
）を
受
け
る
際
に

現
在
お
使
い
の
「
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
、平
成
24
年
３
月
31
日
で
す
。

　
４
月
１
日（
日
）か
ら
の
新
し

い
保
険
証
は
、
そ
れ
ま
で
に
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。４

月
に
な
り
ま
し
た
ら
、
古
い
保

険
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

有
効
期
限
（
平
成
24
年
度

中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
）

有
効
期
限
は
誕
生
日
の
前
日
で

す
。75
歳
到
達
以
降
は
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
に
変

わ
り
ま
す
。保
険
課
か
ら
75
歳

の
誕
生
日
ま
で
に
案
内
通
知
が

届
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■ 

有
効
期
限
（
平
成
24
年
度

中
に
65
歳
に
な
ら
れ
る
退
職
者

医
療
の
被
保
険
者
の
方
（
緑
色

の
枠
））

有
効
期
限
は
誕
生
月
（
誕
生
日

が
１
日
の
方
は
前
月
）
の
末
日
で

す
。65
歳
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１

日
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら
は
、
一

般
の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
の

必
要
と
な
り
ま
す
。受
診
さ
れ

る
ま
で
大
切
に
保
管
し
、
受
診

の
際
は
、
被
保
険
者
証
と
一
緒

に
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

枠
）
に
変
わ
り
ま
す
。保
険
課

か
ら
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
一

般
の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
そ
れ
以
外
の
方
の
有
効
期
限

は
、
平
成
25
年
３
月
31
日
で
す
。

（
短
期
被
保
険
者
証
は
異
な
り
ま

す
）

■ 

簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

保
険
証
は
、
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。受
け
取
り
に
は

受
領
印
や
サ
イ
ン
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■ 

学
生
用
保
険
証

修
学
の
た
め
他
の
市
区
町
村
に

住
所
を
移
さ
れ
て
い
る
方
は
、

稲
敷
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。在
学
証
明

書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
を
差
し
替
え
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
70
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
に

は
、「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
療
養
費（
あ
ん
摩
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、

指
圧
師
に
よ
る
施
術
お
よ
び
治
療

用
装
具
な
ど
）

■ 

保
険
税（
料
）の
減
免

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
平
成

24
年
４
月
か
ら
９
月
分
ま
で
を

減
免
基
準
に
基
づ
い
て
、
減
免

し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保
険

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
５
・
４
６
０
７
）
／
後
期
高

齢
者
医
療
係（
内
線
４
６
１
１
）

　
負
担
割
合
が「
２
割（
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」と
記

載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
、
負
担
割
合

が
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
新
し
い

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
。（
す
で
に
負
担

割
合
３
割
を
お
使
い
の
方
は
除
く
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保
険

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
０
７
・
４
６
０
８
）

稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保
険

係
（
桜
川
庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
１
２
）
／
後
期
高
齢
者
医
療

係（
内
線
４
６
１
１
）

東
日
本
大
震
災
稲
敷
市
義
援
金
配
分

　

新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

東
日
本
大
震
災
に
対
し
、
稲
敷

市
へ
多
方
面
か
ら
温
か
い
お
気

持
ち
と
と
も
に
多
く
の
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
義
援
金
を
、
被
災
に
よ

り
生
活
基
盤
で
あ
る
住
居
に
著

し
い
被
害
を
受
け
た
方
々
に
、

寄
託
者
の
皆
様
の
お
気
持
ち
を

伝
え
る
と
と
も
に
分
配
い
た
し

ま
す
。（
義
援
金
の
配
分
は
、
稲
敷

市
義
援
金
配
分
委
員
会
で
決
定
）

■ 

配
分
対
象
者

災害区分 国義援金
（日赤・共同募金会）県義援金 市義援金 合計

全壊 1,095,808円 150,000円 39,407円 1,285,215円
半壊

（大規模半壊含む）552,904円 70,000円 19,704円 642,608円

稲敷市義援金総額
12,196,766円　（平成24年3月1日現在）

配分額

※国・県義援金は、茨城県義援金配分委員会から配分された義援金

込
口
座
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
会
計
課
（
江
戸
崎
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
３
０
１
）

住
民
基
本
台
帳
、
ま
た
は

外
国
人
登
録
法
に
定
め
る

記
録
・
登
録
を
し
て
い
る

者
で
、
基
準
日
と
す
る
平

成
23
年
３
月
11
日
に
災
害

を
受
け
た
住
宅
に
現
に
居

住
し
、
稲
敷
市
災
害
見
舞

金
の
支
給
決
定
を
受
け
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
。

1 

住
家
が
全
壊

2 

住
家
が
半
壊
（
大
規
模

半
壊
を
含
む
）

■ 

申
請
方
法

稲
敷
市
災
害
見
舞
金
の
申

請
に
準
じ
て
配
分
し
ま
す

の
で
、
新
た
な
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

配
分
方
法

銀
行
振
込（
災
害
見
舞
金
振
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稲
敷
市
の
介
護
保
険

　

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
に

■ 

介
護
保
険
事
業
計
画
と

は
？

市
で
は
、
老
人
福
祉
法
お
よ
び

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
、「
稲

敷
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
」（
平
成

24
年
度
か
ら
26
年
度
）
を
平
成
24

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
、
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
誰
も
が
健
や
か
に
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
高
齢

者
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の

も
の
で
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
の

計
画
的
な
実
施
、
介
護
予
防
や

健
康
づ
く
り
、
在
宅
で
の
生
活

支
援
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

計
画
の
円
滑
な
実
施
を
目
指
し

ま
す
。

■ 

稲
敷
市
の
現
状
は
？

稲
敷
市
の
総
人
口
は
、
平
成
18

年
に
は
５
万
人
を
下
回
り
、

年
々
減
少
し
て
平
成
23
年
で
４

６
２
８
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
上
昇

し
て
お
り
、
平
成
23
年
で
25
・

８
％
と
な
り
、
約
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
で
す
。高
齢
化
率
に

関
し
て
は
、
茨
城
県
・
全
国
と

も
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
の
要
介
護
の
認
定
者

数
は
、
平
成
12
年
度
の
介
護
保

険
制
度
開
始
以
来
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
で
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
平
成

23
年
９
月
末
現
在
で
１
６
２
９

人
と
な
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
占
め
る
認
定
率
は
13
・
６

％
と
な
り
ま
し
た
。今
後
、
認

定
率
は
14
％
を
超
え
、
約
７
人

に
１
人
が
認
定
を
受
け
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
）

■ 

介
護
給
付
費
が
増
加
傾

向
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
の
費
用
の
う
ち
、
原
則
１
割

の
利
用
者
負
担
を
除
い
た
９
割

相
当
分
を
介
護
給
付
費
と
い
い

ま
す
。介
護
給
付
費
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

介
護
給
付
費
は
、
認
定
者
の
増

加
や
介
護
報
酬
改
定
を
始
め
、

介
護
基
盤
整
備
な
ど
か
ら
も
伸

び
が
高
く
な
る
見
込
み
で
す
。

（
グ
ラ
フ
２
）

■ 

介
護
保
険
料
の
基
準
額

が
、
３
１
２
５
円
か
ら
４
２

０
０
円
へ

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

トピックストピックス

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
様
へ

　

10
月
１
日
よ
り
、後
納
保
険
料
の
納
付
が
可
能
に

国
民
年
金
に
関
し
て
、
時
効
に

よ
っ
て
納
付
で
き
な
か
っ
た
一

定
期
間
の
保
険
料
を
本
人
の
希

望
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
取
り

扱
い
は
、
今
年
の
10
月
１
日
か

ら
３
年
間
に
限
っ
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
受
付
開
始
時
期
や
具
体
的
な

取
り
扱
い
な
ど
は
、
現
在
準
備

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。整
い

次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な

お
、
詳
細
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
追
納
制
度

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料
は
、

翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
保

険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、

２
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し

か
し
、
２
年
を
経
過
す
る
と
時

効
に
よ
り
納
付
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
の

適
用
を
受
け
た
り
、
学
生
納
付

特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
適

用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
免
除

な
ど
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
追
納
は
、
10
年
前
の
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、
追
納

す
る
保
険
料
の
額
は
、
３
年
度

以
上
前
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険

料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

■ 

保
険
料
後
納
特
例
措
置

（
期
間
限
定
）

今
回
の
保
険
料
後
納
特
例
措
置

は
、
保
険
料
の
追
納
と
は
別
に

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
被
保
険

者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
今

年
の
10
月
１
日
か
ら
３
年
以
内

の
期
間
に
限
っ
て
保
険
料
の
後

払
い（
後
納
）が
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け

介
護
保
険
料
お
よ
び
利
用
料
の
減
免
期
間
が
延
長

　

申
請
は
４
月
27
日（
金
）ま
で
に

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
住
宅

が
被
災
し
、
り
災
証
明
で
半
壊

以
上
の
方
を
対
象
に
、
平
成
23

年
度
の
保
険
料
お
よ
び
利
用
料

な
ど
の
減
免
を
し
て
い
ま
す
。

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

４
月
27
日（
金
）ま
で
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
の
減
免

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、

平
成
24
年
９
月
分
ま
で
を
減
免

基
準
に
基
づ
い
て
、減
免
し
ま
す
。

■ 

利
用
者
負
担
額
の
免
除

利
用
者
負
担
額
の
免
除
の
有
効

期
限
は
、
平
成
24
年
２
月
29
日

ま
で
で
し
た
が
、
９
月
30
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
は
、
介
護
事

業
所
に
「
介
護
保
険
利
用
者
負

担
額
減
額
・
免
除
認
定
証
」
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
施
設
入
所
な
ど
に
係

て
、
過
去
２
年
分
だ
け
で
な
く

過
去
10
年
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き

る
の
は
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
分

（
２
年
以
上
前
の
期
間
分
）の
保
険

料
に
限
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

平成21年〜23年 平成24年〜26年
保険料（基準額） 月額3,125円 月額4,200円

H21
実績

H22
実績

H23
見込

H24
推計

H25
推計

H26
推計

20

22

24

26

28
30
給付額（億）

介護給付費の推移
グラフ2

29

27
26

24

2221

介護保険料の基準額

保
険
料
の
後
納
の
承
認
を
受
け

る
と
き
に
、
時
効
に
な
っ
て
い

な
い
２
年
以
内
の
期
間
に
つ
い

て
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
保
険
料
を
先
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
後
納

を
行
う
場
合
に
は
、
保
険
料
の

追
納
と
同
様
に
、
当
時
の
保
険

料
の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ

れ
た
保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
先

に
経
過
し
た
月
分
の
国
民
年
金

保
険
料
（
加
算
が
行
わ
れ
た
保
険

料
）か
ら
順
次
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
１
３
）

る
食
費
・
居
住
費
な
ど
の
免
除

措
置
は
、
平
成
24
年
２
月
29
日

で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

▽
申
請
窓
口
：
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
高
齢
福
祉

課
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
４
）

H21
実績

H22
実績

H23
実績

H24
推計

H25
推計

H26
推計

13,000

11.0
12.0
13.0
14.0
15.0
16.0
17.0
18.0
19.0

12,500

12,000

11,500

11,000

認定率高齢者人口
高齢者人口と認定率の推移

グラフ1

11,964 11,977 11,981

12,257

12,532

12,833

14.014.013.813.6
13.112.7

高齢者人口 認定率

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

に
つ
い
て
は
、
基
準
額
で
月
額

３
１
２
５
円
で
し
た
。し
か
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
や
、

65
歳
以
上
の
方
の
負
担
割
合
が

20
％
か
ら
21
％
に
上
が
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
介
護
保
険
財
政
を

運
営
す
る
に
当
た
り
、
保
険
料

の
値
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
い

ま
す
が
、
大
幅
な
値
上
げ
は
避

け
て
通
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度

の
保
険
料
は
月
額
４
２
０
０
円

（
約
34
・
４
％
の
増
額
）と
な
り
ま

す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
介
護
保
険
料

算
出
方
法
は
、
自
分
の
所
得
と

同
世
帯
家
族
の
方
の
住
民
税
が

課
税
か
非
課
税
か
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。な
お
、
所
得
の
低

い
方
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

料
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く
す

る
特
例
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
４
）
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手
当
額
が
４
月
か
ら
変
更
に

　

特
別
児
童
扶
養
・
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

平
成
23
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
実
績
値
（
対
前
年
比
０
・
３

％
の
下
落
）
が
公
表
さ
れ
た
た

め
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
お
よ

び
特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手

当
月
額
が
、
４
月
か
ら
変
更
と

な
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
０
７
）

外
国
人
住
民
の
住
民
基
本
台
帳
制
度

　

７
月
９
日（
月
）か
ら
ス
タ
ー
ト

住
民
基
本
台
帳
法
・
入
管
法
が

変
わ
り
、
外
国
人
登
録
制
度
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
９
日（
月
）か
ら
、
外
国

人
住
民
も
日
本
人
と
同
様
に
、

住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
法
務
省
・
総
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■ 

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

1 

世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
な
ど
が
発
行
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
外
国
人
住
民
の
住
所
の
証
明

が
、「
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
」か
ら「
住
民
票
」に
替
わ

り
ま
す
。ま
た
、
日
本
人
と
外

国
人
と
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し
な
ど
が
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

2 「
在
留
カ
ー
ド
」ま
た
は「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
現
在
の
「
外
国
人
登
録
証
明

書
」
に
替
わ
り
、
中
長
期
在
留

者
の
方
に
は
「
在
留
カ
ー
ド
」

が
、特
別
永
住
者
の
方
に
は「
特

別
永
住
者
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。在
留
カ
ー
ド
は
入
国

管
理
局
、
特
別
永
住
者
証
明
書

は
市
区
町
村
の
窓
口
で
交
付
さ

れ
ま
す
。

3 

住
所
や
在
留
資
格
・
在
留

期
間
変
更
の
届
け
出
が
変
わ
り

ま
す
。

　
他
市
区
町
村
に
住
所
を
変
更

す
る
と
き
に
は
、
現
住
所
地
の

市
役
所
に
転
出
届
を
し
て
転
出

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、

転
入
先
の
市
役
所
に
転
入
届
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

在
留
資
格
や
在
留
期
間
の
変
更

届
け
出
に
つ
い
て
、
地
方
入
国

管
理
局
へ
の
届
け
出
の
み
で
済

む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
で
も
、
在
留
資
格
や
滞

在
期
間
に
よ
っ
て
は
、
住
民
票

が
作
成
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

トピックストピックス

慰
霊
巡
拝
事
業

　

平
成
24
年
度
参
加
者
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。平
成

24
年
度
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

地
域
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
概
算
所
要
額
、
申
込
手
続
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
（
新
利
根
庁
舎
）　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
０
６
）

派遣地域 実施予定時期 実施
期間

募集予定
人員区分 地名

1
旧
ソ
連

イルクーツク州 8月31日〜 9月10日 11日間 15人
2 ザバイカル地方 9月3日〜 9月14日 12日間 15人
3 ハバロフスク

地方 9月7日〜 9月14日 8日間 15人
4 沿海地方 9月27日〜 10月4日 8日間 15人
5 中

国 東北地区 9月3日〜 9月12日 10日間 10人
6

南
方

硫黄島（第1次） 7月3日〜 7月4日 2日間 100人
7 東部

ニューギニア
11月10日〜
11月17日 8日間 30人

8 硫黄島（第2次） 11月13日〜
11月14日 2日間 100人

9 北ボルネオ 12月5日〜 
12月13日 9日間 15人

10 トラック諸島 平成25年1月19日〜
1月26日 8日間 15人

11 マリアナ諸島 平成25年1月19日〜
1月26日 8日間 15人

12 フィリピン 平成25年2月13日〜
2月22日 10日間 60人

13 硫黄島（第3次） 平成25年2月26日〜 
2月27日 2日間 100人

14 マーシャル・
ギルバード諸島

平成25年3月2日〜
3月10日 9日間 20人

※ 実施予定時期・実施期間・募集予定人員は、現段階の案であり変更
することがあります。

手当名 平成24年３月
　　　までの月額

平成24年４月
　　　からの月額

特別児童扶養手当（１級） 50,550円 50,400円
特別児童扶養手当（２級） 33,670円 33,570円
特別障害者手当 26,340円 26,260円
障害児福祉手当 14,330円 14,280円
経過的福祉手当 14,330円 14,280円

変更後の手当額

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
募
集

　

自
分
で
野
菜
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
農
業
と
食
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
を
市

内
２
か
所
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

土
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
野
菜
や

花
の
栽
培
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
作
業
に
必
要
な
道
具
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■ 

場
所
・
料
金

し
ば
さ
き
ふ
れ
あ
い
農
園

▽
場
所
：
稲
敷
市
柴
崎
（
稲
敷

直
売
所
前
）　
▽
料
金
：
年
額
４

２
０
０
円（
１
区
画
１
０
０
㎡
）

え
ど
さ
き
ふ
れ
あ
い
農
園

▽
場
所
：
稲
敷
市
沼
田
（
沼
里

小
学
校
前
）　
▽
料
金
：
年
額
２

４
０
０
円（
１
区
画
25
㎡
）

■ 

申
込

▽
利
用
期
間
：
１
年
間
（
４
月

１
日
〜
）　

※
再
延
長
可　

▽

募
集
区
画
：
各
農
園
と
も
20
区

画
程
度　
▽
申
込
：
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
（
東
庁
舎
は
農
政
課
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

定
員
で
締
め
切
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
農
政
企
画
係

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
５

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
市
民
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
２
０
０
）

・
法
務
省
入
国
管
理
局　
hphtt

p
://w

w
w

.im
m

i-m
o

j.
go.jp/

・
総
務
省　

hphttp://w
w

w
.

so
u

m
u

.g
o

.jp
/m

ain
_

sosiki/jichi_gyousei/
c-gyousei/zairyu.htm

l
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トピックストピックス

＊移動火葬車でご自宅で火葬できます。
＊個別葬・合同葬、承ります。
＊個別葬の場合は、共同納骨・自宅供養を選択できます。

株式会社 Ｋ-クリエイト

♥ ペットの移動火葬 ♥

稲敷市江戸崎甲2757
tel.029-828-6688

～大切な家族の旅立ちに～～大切な家族の旅立ちに～

会場 曜日 時間 問合せ先・申込先
いこいのプラザ 毎週火曜日

午後2時〜
3時

いこいのプラザ　☎0297-63-1004
江戸崎公民館 毎週水曜日 シルバーリハビリ体操指導士会 水野　☎029-892-7662
桜川公民館 シルバーリハビリ体操指導士会 髙須　☎029-894-6337
あずま生涯学習
センター 毎週火曜日 シルバーリハビリ体操指導士会 大谷　☎0299-78-2602
東庁舎 第2・4木曜日 午前10時〜

11時
シルバーリハビリ体操指導士会 坂本　☎0299-78-2751

信太古渡公民館 毎週水曜日 武藤　☎029-892-4360
花指公民館 毎週月曜日 午後2時〜

3時 シルバーリハビリ体操指導士会 法理　☎029-892-2898

大宿公民館 第2・4月曜日 午前10時〜
11時 シルバーリハビリ体操指導士会 大島　☎029-892-0455

南ヶ丘ふれあい会館 第4木曜日 午後1時30分〜
2時30分 シルバーリハビリ体操指導士会 宇都　☎029-893-1380

時崎会館 第1・3火曜日 午前10時〜
11時 シルバーリハビリ体操指導士会 浅野　☎029-893-0553

神宮寺集落センター 第2木曜日 午後1時30分〜
2時30分 シルバーリハビリ体操指導士会 根本　☎029-894-2980

幸田集落センター 毎週水曜日 午前10時〜
11時

シルバーリハビリ体操指導士会 塚本　☎0299-79-2938
清水新田団地センター 第2・4金曜日 シルバーリハビリ体操指導士会 玉虫　☎0299-79-3078
光葉自治会館 毎週木曜日 午後2時〜

3時 シルバーリハビリ体操指導士会 鈴木　☎0299-80-4429

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室

　

一
緒
に
体
操
を
し
ま
せ
ん
か
？

関
東
鉄
道
路
線
バ
ス

　

時
刻
改
正
・
運
行
経
路
変
更
の
お
知
ら
せ

稲
敷
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
介
護
予
防
の
た
め
の

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教

室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
の
講
習
会
を
受
け
、

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
稲
敷

市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
会
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
親
切
に
指
導
し
て
い
ま

す
。だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
、簡

単
に
で
き
て
、
肩
痛
・
膝
痛
・

腰
痛
予
防
や
転
倒
予
防
に
な
り
、

楽
し
く
「
ら
く
」
に
継
続
で
き

４
月
６
日
（
金
）
よ
り「
江
戸
崎

〜
柴
崎・根
本
〜
竜
ヶ
崎
駅
線
」

の
時
刻
が
改
正
さ
れ
、
一
部
経

路
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
改
正
後
は
「
竜
ケ
崎
済
生
会

病
院
」
へ
乗
入
れ
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
通
院
な
ど
が
便
利
に

な
り
ま
す
。今
後
と
も
お
出
か

ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
各
会

場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
下

表
の
連
絡
先
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
対
象
者
：
稲
敷
市
在
住
の
65

歳
以
上
の
方　
▽
持
ち
物
：
水
、

タ
オ
ル
、
運
動
で
き
る
服
装　

▽
参
加
費
：
無
料

■ 
問
合
せ
先

稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

け
に
は
、
公
共
交
通
を
積
極
的

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
３
月
23
日（
金
）に

区
長
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

関
東
鉄
道
竜
ヶ
崎
営
業
所　
☎

０
２
９
７
︲
６
２
︲
６
１
１
１

中
途
解
約
時
の
ト
ラ
ブ
ル

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

中
途
解
約
の
際
、
返
金
額
が
少

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、

語
学
教
室
、
家
庭
教
師
、
学
習

塾
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
結
婚
相

手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
で
は
、

中
途
解
約
時
の
清
算
方
法
が
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

こ
れ
ら
の
契
約
の
注
意

点・
契
約
時
に
多
額
な
前
払
い
金

を
支
払
う
。

・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
結
果
が

保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

・
事
業
者
が
倒
産
し
た
場
合
、

契
約
が
途
中
で
終
わ
り
、
代
金

が
戻
っ
て
こ
な
い
。な
ど

■ 

こ
の
法
律
が
適
用
と
な

る
条
件

契
約
期
間
が
２
か
月
を
超
え

（
エ
ス
テ
は
１
か
月
）、
契
約
金
額

が
５
万
円
を
超
え
る
も
の
。

■ 

中
途
解
約
時
の
返
金
額

サ
ー
ビ
ス
提
供
前

国
民
生
活
基
礎
調
査

　

平
須
地
区

厚
生
労
働
省
で
は
５
月
か
ら
７

月
に
、
平
成
24
年
国
民
生
活
基

礎
調
査
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、保
健
、医
療
、

福
祉
、
年
金
、
所
得
な
ど
の
実

態
を
調
べ
、
政
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。調
査
対
象

世
帯
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
を

他
に
漏
ら
す
こ
と
は
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
所
得
票
調
査
に
つ
い
て
は
国

で
無
作
為
抽
出
後
、
該
当
し
た

場
合
の
み
調
査
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
世
帯
：
平
須
地
区

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
保
健
所
（
世
帯
票
調
査
に

つ
い
て
）　

☎
０
２
９
︲
８
２

１
︲
５
３
５
１

・
稲
敷
市
社
会
福
祉
課（
新
利
根

庁
舎
）（
所
得
票
調
査
に
つ
い
て
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
３
２
０
５
）

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
で
３

万
円
、
家
庭
教
師
２
万
円
、
学

習
塾
で
１
万
１
千
円
以
下
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
後

受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
に
相

当
す
る
金
額
と
、
解
約
に
よ
っ

て
生
じ
る
損
害
額
を
足
し
た
金

額
。た
だ
し
損
害
額
は
語
学
教

室
、
家
庭
教
師
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
で
５
万
円
。エ
ス
テ
、学
習
塾
、

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
で
２

万
円
が
上
限
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
５
︲
３
７
０

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

建墓・氏神様・石商品・庭物・門塀

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集
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各
種
表
彰

　

稲
作
共
進
会
と
統
計
功
労
者

茨
城
県
稲
作
共
進
会

茨
城
県
稲
作
共
進
会
が
２
月
22

日
に
水
戸
市
茨
城
県
Ｊ
Ａ
会
館

で
行
わ
れ
、坂
本 
秀
樹
さ
ん
が

最
優
秀
賞
お
よ
び
特
別
賞
と
し

て
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
稲
作
農
家
が
最
優
秀

と
な
る
の
は
、
55
回
開
催
さ
れ

た
共
進
会
で
初
め
て
と
な
る
快

挙
。生
産
さ
れ
た
米
の
品
質
評

価
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
産

米
の
安
定
生
産
お
よ
び
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
、
安
全
安
心
へ
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
稲
敷
あ
ず

ま
有
機
米
研
究
会（
会
長
：
髙
木

正
）
に
所
属
し
、
長
年
に
わ
た

り
環
境
に
や
さ
し
く
、
高
品
質

な
良
食
味
米
づ
く
り
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
農
林
水
産
大
臣

賞
）

坂
本 

秀
樹 

さ
ん（
八
筋
川
）

優
良
賞

木
内 

貫
太
郎 

さ
ん（
押
砂
）

奨
励
賞

髙
木 

正 

さ
ん（
上
須
田
）

森
川 

良
男 

さ
ん（
町
田
）

黒
田 

忠
男 

さ
ん（
下
須
田
）

黒
田 

和
也 

さ
ん（
下
須
田
）

風
間 

孝
司 

さ
ん（
四
ッ
谷
）

石
田 

隆 

さ
ん（
境
島
）

坂
本 

旭 

さ
ん（
清
水
）

統
計
功
労
者

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が

２
月
17
日
に
県
庁
で
開
催
さ
れ
、

市
の
統
計
調
査
員
６
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。長
年
、
統
計
調

査
に
尽
力
さ
れ
、
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

総
務
大
臣
表
彰

大
鳥
居 

徳
男 

さ
ん（
浮
島
）

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調

査
統
計
審
議
官
感
謝
状

酒
井 

茂 

さ
ん（
柴
崎
）

県
知
事
表
彰

久
保
田 

與
一 

さ
ん（
脇
川
）

県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

森
永 

不
二
夫 

さ
ん（
時
崎
）

諸
坂 

達
男 

さ
ん（
佐
原
組
新
田
）

根
本 

幸
宜 

さ
ん（
橋
向
）

▷
受
賞
祝
賀
会（
中
央
：
坂
本
秀
樹
さ
ん
）

▷
研
究
会
の
活
動
状
況

▷
大
鳥
居
さ
ん（
左
）、酒
井
さ
ん（
中
央
）、久

保
田
さ
ん（
右
）

０
１
２
０
︲
３
１
４
０
５
８

青
年
海
外
協
力
隊
な
ど

の
募
集
説
明
会

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
あ
な
た
の
技
術
や
経
験

を
生
か
し
て
活
動
す
る
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。体
験
談
＆
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
経
験
者
が
皆
さ
ん
の
質

問
や
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

参
加
無
料
・
事
前
申
込
不
要
・

途
中
入
退
室
自
由
で
す
。

▽
日
時
：
４
月
22
日
（
日
）　
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
（
シ
ニ
ア
の

部
）
／
午
後
４
時
30
分
〜
７
時

（
青
年
の
部
）　
※
シ
ニ
ア
の
部
：

満
40
〜
69
歳
、
青
年
の
部
：
満

20
〜
39
歳　
▽
会
場
：
イ
ー
ア

ス
ホ
ー
ル（
イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
）

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波　
☎
０
２
９

︲
８
３
８
︲
１
７
７
４
／
hph

ttp://w
w

w
.jica.go.jp/

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

横
利
根
川
、霞
ヶ
浦

河
川
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

一
般
開
放

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
を
一
般

開
放
し
ま
す
。

▽
日
時
：
４
月
７
日（
土
）、
８

日（
日
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時　
▽
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
武

器
学
校
（
阿
見
町
青
宿
１
２
１
︲

１
）　
▽
内
容
：
野
外
売
店
、広

報
地
区
公
開
（
雨
天
時
は
一
部
中

止
の
可
能
性
あ
り
）　

▽
そ
の

他
：
飲
食
物
持
込
可
。ペ
ッ
ト

連
れ
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校　
☎

０
２
９
︲
８
８
７
︲
１
１
７
１

自
衛
官
募
集

説
明
会

自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
、

自
衛
官
の
募
集
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。各
種
募
集
項
目
の
要

項
お
よ
び
概
要
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。

▽
日
時
：
４
月
21
日（
土
）　
午

後
１
時
〜
２
時　
▽
場
所
：
稲

敷
市
役
所
江
戸
崎
庁
舎
２
階　

▽
対
象
者
：
自
衛
隊
に
関
心

（
興
味
）
の
あ
る
方　
▽
内
容
：

中
学
を
卒
業
し
て
入
校
さ
れ
る

高
等
工
科
学
校
の
概
要
、
高
校

お
よ
び
大
学
を
卒
業
し
て
自
衛

隊
に
入
隊（
校
）で
き
る
各
種
目

の
概
要
な
ど

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０
２

９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

警
察
官

採
用
試
験

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
試
験
区
分
：
警
察
官
Ａ　
▽

受
験
資
格
：
昭
和
58
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

大
学
を
の
ぞ
く
）を
卒
業
し
た
人
、

も
し
く
は
平
成
25
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま

た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同

等
と
認
め
る
人　

▽
受
付
期

間
：
郵
送
・
持
参
＝
４
月
18
日

（
水
）ま
で（
消
印
有
効
）
／
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
４
月
16
日（
月
）

午
後
５
時
（
受
信
有
効
）　
▽
一

次
試
験
日
時
：
５
月
13
日（
日
）

●
稲
敷
警
察
署
警
務
課　
☎
０

２
９
︲
８
９
３
︲
０
１
１
０

●
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
☎

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
任
期
：
７
月
１
日（
日
）〜
平

成
26
年
６
月
30
日　
▽
応
募
資

格
：
横
利
根
川
、
霞
ヶ
浦
付
近

に
お
住
ま
い
の
満
20
歳
以
上
の

方　
▽
申
込
締
切
：
５
月
11
日

（
金
）（
必
着
）　
▽
謝
礼
：
実
費

程
度

●
国
土
交
通
省
霞
ヶ
浦
河
川
事

務
所　
占
用
調
整
課　
☎
０
２

９
９
︲
６
３
︲
２
４
１
９

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

利
根
川

河
川
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
任
期
：
７
月
１
日（
日
）〜
平

成
26
年
６
月
30
日　
▽
応
募
資

格
：
利
根
川
付
近
に
お
住
ま
い

の
満
20
歳
以
上
の
方　
▽
申
込

締
切
：
５
月
11
日（
金
）午
後
５

時
ま
で
（
必
着
）　
▽
謝
礼
：
実

費
程
度

●
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所　
佐
原
出
張
所　
☎

０
４
７
８
︲
５
２
︲
３
７
９
５

い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予
防

を
目
的
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
か
か
え
な
が
ら
相
談
す
る

人
も
な
く
、
孤
独
の
中
に
あ
る

一
人
ひ
と
り
に
、「
電
話
」と
い

う
手
段
で
対
話
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。秘
密
を
守
り
、
互

い
の
思
想
、
信
条
、
宗
教
を
尊

重
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相

談
員
に
な
っ
て
、
い
の
ち
の
電

話
の
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
：
５
月
10
日（
木
）

ま
で　
▽
資
格
：
23
歳
か
ら
63

歳
の
方
で
、
い
の
ち
の
電
話
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
積
極
的
に
活

動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方　

▽
募
集
人
数
：
40
人
程
度　
▽

研
修
期
間
：
６
月
〜
平
成
26
年

３
月　
▽
研
修
場
所
：
つ
く
ば

市
周
辺

●
社
会
福
祉
法
人 

茨
城
い
の

ち
の
電
話
つ
く
ば　
☎
０
２
９

︲
８
５
２
︲
８
５
０
５

informationくらしと情報

役所（市役所、国や県の出先機関等）への手続きでお困りのことはありませんか？
ご相談をお聞きして、必要な書類の作成や手続きの代行をいたします。

  《事例》
＊国･公有地の払下
＊占（使）用許可
＊相続に関すること
＊農地法許可
＊土地に関わる相談
＊その他 E-mail での
　相談可【相談無料】

所在地

名　称

TEL

E-mail

稲敷市神宮寺２９１－１

塚本善和行政書士事務所

０２９（８９４）３１７９

yoshit@y2.dion.ne.jp

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業
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く
だ
さ
い
。

▽
講
座
期
間
：
７
月
上
旬
〜
９

月
上
旬
（
２
か
月
程
度
）　

土
・

日
曜
日
（
約
15
日
間
）　

▽
定

員
：
60
人（
書
類
選
考
に
よ
る
）

▽
会
場
：
土
浦
市
亀
城
プ
ラ
ザ

▽
受
講
料
：
無
料（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）　
▽
募
集
期
間
：

４
月
９
日
（
月
）
〜
５
月
18
日

（
金
）※
必
着

●
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
試
験
課　
☎
０
２
９
︲
２

２
４
︲
４
７
２
２
／
hphttp:

//w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

bukyoku/seikan/syose/

国
税
専
門
官

採
用
試
験

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
受
験
資
格
：
昭
和
57
年
４
月

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
。平
成
３
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学
を
卒

業
し
た
者
お
よ
び
平
成
25
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

ま
た
は
、
人
事
院
が
こ
れ
と
同

等
と
認
め
る
者　
▽
申
込
期
間

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
：
４
月
２

日（
月
）〜
12
日（
木
）（
受
信
有
効
）

▽
申
込
方
法
：
次
の
ア
ド
レ
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
て
申
し
込
む　

hph
ttp

://w
w

w
.jin

ji-
shiken.go.jp/juken.htm

l

▽
１
次
試
験
：
６
月
10
日（
日
）

●
人
事
院
人
材
局
試
験
課　
☎

０
３
︲
３
５
８
１
︲
５
３
１
１

稲
敷
市
春
季
硬
式
テ
ニ

ス
大
会
参
加
募
集

申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
稲

敷
市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
５
月
20
日（
日
）　
午

前
９
時
〜
（
受
付
開
始
＝
午
前
８

時
30
分
）
※
予
備
日
：
５
月
27

日（
日
）　
▽
種
目
：
男
子
ダ
ブ

ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス　
各
32

ペ
ア　
▽
参
加
資
格
：
セ
ミ
オ

ー
プ
ン（
一
部
、要
件
あ
り
）　
▽

申
込
期
間
：
４
月
16
日（
月
）午

前
９
時
〜
５
月
10
日（
木
）午
後

４
時

●
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟　
長
濵　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
７
６
４

３
／
坂
本　
☎
０
９
０
︲
２
７

３
１
︲
４
４
０
９
／
hphttp:

//m
-pe.tv/u/page.php?u

id=inashiki&
id=1&

guid=
on

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

「
ス
マ
イ
ル
」募
集

初
め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。

一
緒
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
：
毎
週
水
曜
日　
午
後

７
時
30
分
〜
８
時
30
分　
▽
会

場
：
江
戸
崎
体
育
館　

▽
会

費
：
３
０
０
０
円（
全
８
回
分
）

▽
持
ち
物
：
運
動
出
来
る
服
装
、

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル
な
ど

●
ス
マ
イ
ル　
上
野　
☎
０
９

０
︲
２
７
２
６
︲
０
０
７
４

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
４
月
21
日
（
土
）　

午

後
１
時
〜
４
時　
▽
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館　
▽
相
談
内
容
：

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
／

法
人
設
立
お
よ
び
営
業
許
可
に

関
す
る
こ
と
／
契
約
書
作
成
な

ど●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０

特
定
最
低
賃
金

鉄
鋼
業
な
ど

特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

る
、
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。使
用
者
と
労
働
者
が
合

意
し
「
特
定
最
低
賃
金
額
」
未

満
の
賃
金
で
労
働
契
約
を
結
ん

で
も
、
そ
の
賃
金
は
無
効
と
さ

れ
「
特
定
最
低
賃
金
」
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
茨
城
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
ま
た
は
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

特
定
最
低
賃
金

□ 

鉄
鋼
業
＝
７
９
９
円

□ 

は
ん
用
機
械
器
具
、生
産
用

機
械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具

製
造
業
＝
７
８
３
円

□ 

計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機

器
・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器

具
、
医
療
用
機
械
器
具
・
医
療

用
品
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン

ズ
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・

同
部
分
品
製
造
業
＝
７
７
６
円

□ 

各
種
商
品
小
売
業
＝
７
５

０
円

■ 

適
用
が
除
外
さ
れ
る
方

次
の
方
は
特
定
最
低
賃
金
の
適

用
が
除
外
さ
れ
、
茨
城
県
最
低

賃
金
（
時
間
額
６
９
２
円
）
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

者
／
雇
入
れ
後
６
か
月
未
満
の

者
で
、
技
能
習
得
中
の
者
／
清

掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し

て
従
事
す
る
者

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲

６
２
１
６
／
hphttp://w

w
w

.
ibarakiroudoukyoku.
go.jp/消

費
生
活
相
談
員

養
成
講
座

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員

（（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
認
定
）

の
資
格
取
得
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
消
費
者
問
題
に
関
心
を
持
ち
、

専
門
知
識
の
習
得
に
意
欲
の
あ

る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。応
募
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

informationくらしと情報

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：4月28日（土）　午後1時〜4時　▽場所：あずま生涯
学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。年
齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナ
ップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）をお
持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け付け
ます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2610）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会（電話相談あり）

出張就職無料相談会
▽日時：4月18日（水）、5月16日（水）　※ 毎月第3水曜日
午前10時〜正午、午後1時〜3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2

階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。
※ 電話相談も開始しました。
▽日時：4月24日（火）午前9時30分〜正午　あずま生涯学習
センター（tel.0299-79-0042）／ 5月22日（火）午前9時30分
〜正午　江戸崎公民館（tel.029-892-4110）　▽対象者：市内企
業者および勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）

市
長
の
動
向
（
２
月
）

３
日
：
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

芸
能
発
表
会
（
江
戸
崎
公
民

館
）、大
杉
神
社
節
分
追
儺
祭

（
大
杉
神
社
）

５
日
：
男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム（
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）

６
日
：
庁
議（
江
戸
崎
庁
舎
）

７
日
：
総
合
計
画
審
議
会

（
江
戸
崎
庁
舎
）、農
業
再
生
協

議
会
総
会（
東
庁
舎
）

８
日
：
茨
城
県
人
会
連
合
会

新
年
賀
詞
交
歓
会（
東
京
都
）

９
日
：
江
戸
崎
衛
生
土
木
組

合
管
理
者
等
会
議
（
組
合
事

務
所
）、
教
育
研
究
会
教
育
論

文
表
彰
式
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

10
日
：
竜
ケ
崎
工
事
事
務
所

意
見
交
換
会（
江
戸
崎
庁
舎
）

12
日
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅

伝
大
会（
江
戸
崎
運
動
公
園
）

13
日
：
東
京
電
力
へ
の
賠
償

請
求（
江
戸
崎
庁
舎
）

14
日
：
議
会
運
営
委
員
会
／

議
会
臨
時
会
／
議
会
全
員
協

議
会（
東
庁
舎
）

16
日
：
輪
投
げ
大
会
（
江
戸

崎
体
育
館
）

17
日
：
水
道
運
営
協
議
会

（
水
道
局
）、
江
戸
崎
衛
生
土

木
組
合
全
員
協
議
会
（
組
合

事
務
所
）

20
日
：
神
宮
寺
駐
在
所
開
所

式（
神
宮
寺
駐
在
所
）、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
東
庁
舎
）

21
日
：
議
会
運
営
委
員
会

（
東
庁
舎
）

22
日
：
記
者
発
表
（
新
利
根

庁
舎
）、
農
業
委
員
会
臨
時
総

会（
東
庁
舎
）

24
日
：
江
戸
崎
衛
生
土
木
組

合
議
会
定
例
会
（
組
合
事
務

所
）、龍
ヶ
崎
衛
生
組
合
議
会

定
例
会（
組
合
事
務
所
）

25
日
：
あ
げ
餅
自
慢
大
会

（
江
戸
崎
体
育
館
）、
あ
ず
ま
米

産
地
づ
く
り
推
進
協
議
会
生

産
者
大
会（
千
葉
県
）

28
日
：
議
会
定
例
会
、
全
員

協
議
会
（
東
庁
舎
）、
航
空
騒

音
対
策
協
議
会（
千
葉
県
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す
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4月5日（木） 東庁舎 弁護士
4月12日（木） ふれあいセンター
4月19日（木） 桜川庁舎 弁護士
4月26日（木） 江戸崎公民館
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。　問：稲敷市社会福祉協議会
tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。　問：稲敷
市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談
教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：4月18日（水）、5月9日（水）午前10時〜午後4時　▽
場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：4月25日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：4月25日（水）午後1時30分〜 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

4月1日（日） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
4月8日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
4月15日（日） 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
4月22日（日） 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
4月29日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
4月30日（月） 江戸崎病院（佐倉）tel.029-894-2611
 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
5月3日（木） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
5月4日（金） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

 tel.029-830-5151
5月5日（土） 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
5月6日（日） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 毎週火、土曜　午後1時30分〜
太極拳教室 4月11日（水）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会 4月13日（金）午後2時〜
生花教室 4月19日（木）午後1時30分〜
梅さんの落語会 4月20日（金）午後1時30分〜
手話愛好会 4月20日（金）午後7時〜
料理教室 4月23日（月）午前10時〜
絵手紙教室 4月25日（水）午後1時30分〜
茶道教室 4月26日（木）午前9時〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷荘」

内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：45,875（-47）

　　男：22,720（-17）

　　女：23,155（-30）

世帯数：14,756（-17）

※3月1日現在。

4月の納税
▽納期限：5月1日（火）

・固定資産税：1期
・介護保険料：1期
・国民健康保険税：1期

informationくらしと情報

Twitter での情報発信
アカウント　@inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信
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※茨城県原子力安全対策課 測定（測定場所：各市町村本庁舎駐車場／地上1メートル）

稲敷市の放射線（放射能）情報
空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時　　　　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

▲給食と食品は食品放射能システム CAN-
OSP-NAI 日立アロカメディカル（株）社製で測
定しています。

※地下水および食品関係の（）内は検出限界値です。
※「不検出」とは「検出限界値未満」であることを表します。「検出限界値」は測定する材料および条件によって若干の差がでます。

施設名 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

江戸崎学校給
食センター 9 不検出

（<18.0 〜 21.4）
不検出

（<29.2 〜 33.7）
不検出

（<28.4 〜 33.6）
東学校給食セ
ンター 10 不検出

（<17.1 〜 19.5）
不検出

（<26.7 〜 30.7）
不検出

（<26.3 〜 30.5）
認定こども園
えどさき 7 不検出

（<18.2 〜 24.8）
不検出

（<28.9 〜 39.5）
不検出

（<28.8 〜 39.5）

桜川保育所 7 不検出
（<18.9 〜 29.8）

不検出
（<30.2 〜 50.1）

不検出
（<29.5 〜 47.7）

桜川地区自校
方式給食 9 不検出

（<17.9 〜 23.9）
不検出

（<27.6 〜 36.9）
不検出

（<27.0 〜 37.1）
江戸崎・新利根
つばさ保育園 6 不検出

（<18.8 〜 29.0）
不検出

（<30.0 〜 51.7）
不検出

（<29.7 〜 48.8）

施設名称 測定地 測定高 測定値 除染作業状況
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.086 除染済み
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.138 除染済み
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.160 除染作業中
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.179 除染作業中
高田小学校 校庭中央 50cm 0.140 除染済み
根本小学校 校庭中央 50cm 0.103 除染済み
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.098 除染済み
太田小学校 校庭中央 50cm 0.109 除染済み
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.161 除染済み
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.066 予定しない
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.145 除染済み
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.133 除染済み
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.097 除染済み
新東小学校 校庭中央 50cm 0.087 除染済み
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.140 除染済み
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.119 除染済み
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.141 除染済み
新利根中学校 校庭中央 1m 0.144 除染済み
桜川中学校 校庭中央 1m 0.136 除染作業中
東中学校 校庭中央 1m 0.170 除染済み
認定こども園えど
さき（江戸崎幼稚園）園庭中央 50cm 0.115 除染済み
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.137 除染済み
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.111 除染済み
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.106 除染済み
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.105 除染済み
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.119 除染済み

各体育施設（3月14日）
施設名称 場所 高さ 測定値

根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.251
高田コミュニティーセン
ター（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.217
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.175 
江戸崎総合運動公園 多目的G 1m 0.216 
江戸崎総合運動公園 テニスコート 1m 0.297 
沼田野球場 野球場 1m 0.159 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.138 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.10 
新利根総合運動公園 多目的G 1m 0.20 
新利根総合運動公園 多目的広 1m 0.19 
新利根総合運動公園 遊戯施設 50cm 0.21
新利根総合運動公園 テニスコート 1m 0.22 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.18 
桜川総合運動公園 多目的G 1m 0.25 
桜川総合運動公園 遊戯施設 50cm 0.23 
桜川総合運動公園 テニスコート 1m 0.28 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.12 
東グラウンド 野球場 1m 0.155 
白鷺球場 野球場 1m 0.119 
白鷺球場 遊戯施設 50cm 0.188
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.12
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.11
堂前公園 公園中央 50cm 0.14
和田公園 公園中央 50cm 0.15
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.20
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.14
三次親水公園 公園中央 50cm 0.20
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.18
大利根東公園 公園中央 50cm 0.09
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.13

各中・小学校、幼稚園（3月12日）

施設名称 測定地 測定高 測定値 除染作業状況
認定こども園えどさ
き（江戸崎中央保育園）園庭中央 50cm 0.136 除染済み
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.104 除染済み
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.099 除染済み
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.089 除染済み
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.116 園舎建替によ

り予定なし
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.134 除染済み

各保育所（園）など（3月14日）

各保健施設（3月13日）
施設名称 場所 高さ 測定値

ふれあいセンター 玄関前 50cm 0.129
江戸崎保健センター 玄関前 50cm 0.136
桜川保健センター 玄関前 50cm 0.128
東保健センター 玄関前 50cm 0.133

各庁舎駐車場の測定値 水道水の測定値
■地下水のある浄水場

■阿見浄水場（稲敷市への供給元）

江戸崎 新利根 東 桜川
3月14日 0.176 0.148 0.150 0.110
3月13日 0.130 0.140 0.140 0.140
3月12日 0.146 0.178 0.130 0.120
3月9日 0.143 0.148 0.150 0.140
3月8日 0.176 0.184 0.130 0.130
3月7日 0.143 0.146 0.090 0.110
3月6日 0.126 0.124 0.110 0.140
3月5日 0.136 0.122 0.150 0.130 
3月2日 0.163 0.160 0.140 0.150 
3月1日 0.146 0.134 0.110 0.140 
2月29日 0.136 0.150 0.090 0.160 
2月28日 0.173 0.128 0.170 0.130

放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

2月29日 不検出（6.7未満） 不検出（6.6未満） 不検出（7.2未満）
2月15日 不検出（6.2未満） 不検出（5.4未満） 不検出（5.8未満）
2月1日 不検出（6.6未満） 不検出（6.4未満） 不検出（6.3未満）

放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

2月20日 不検出 不検出 不検出
2月13日 不検出 不検出 不検出
2月6日 不検出 不検出 不検出

給食放射性物質測定結果（2月1日〜2月28日）

※ 翌日に使用する給食食材の中から、1品を選び放射性物質の測定
をしています。

品目 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

玄米 4 不検出
（<18.9 〜 22.6）

不検出
（<30.1 〜 33.6）

不検出
（<29.9 〜 37.2）

井戸水 2 不検出
（<17.8 〜 20.1）

不検出
（<26.9 〜 29.0）

不検出
（<26.6 〜 28.7）

鹿肉 1 不検出
（<20.3）

不検出
（<33.4）

不検出
（<33.0）

しいたけ原木 1 不検出
（<60.9）

76.9
（<52.9）

162.0
（<47.9）

水（天水桶） 2 不検出
（<17.5 〜 18.4）

不検出
（<27.8 〜 29.0）

不検出
（<27.9 〜 29.1）

白菜 1 不検出
（<24.6）

不検出
（<41.4）

不検出
（<40.4）

ヨモギ 1 不検出
（<31.3）

54.3
（<23.4）

63.7
（<24.2）

大根 2 不検出
（<17.8 〜 19.8）

不検出
（<27.4 〜 30.6）

不検出
（<27.4 〜 30.0）

食品放射性物質測定結果（1月31日〜2月28日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、
新利根総合運動公園遊戯施設、桜川総合運動公園多目的G・
遊戯施設）につきましては、除染を実施しました。

近隣市町村との比較
稲敷市 土浦市 龍ケ崎市 牛久市 美浦村 阿見町 つくば市 取手市

3月14日 0.140 0.165 0.122 0.182 0.095 0.159 0.121 0.212
2月23日 0.165 0.185 0.161 0.217 0.114 0.174 0.126 0.222
2月8日 0.167 0.175 0.147 0.224 0.105 0.188 0.126 0.217 
1月25日 0.158 0.184 0.168 0.222 0.101 0.191 0.134 0.248

▪ 食品中の放射性物質に係る新基準値
    （平成24年4月1日より）

品目 （Bq/ ㎏）

放射性セシウム

飲料水 10
牛乳 50
乳児用食品 50
一般食品（上記以外） 100

※一部の食品には経過措置があります。

現在、市では放射線測定器の貸出及び食品放
射能の測定を無料で行っています。貸出を希
望する場合は、最寄りの庁舎（桜川の場合は放

射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する
場合は、生活環境課放射線対策室（桜川庁舎）

へ、電話または直接申込をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能
測定を行っています

放射性物質汚染対処特措法に基づく汚染状況
重点調査地域の指定を受け、市では車に放射
線量測定器を搭載し、国県道と市道を走行し
ながら空間線量を測定する走行サーベイを実
施しました。（調査日２月14日〜 18日）

調査測定の結果、区域（大字単位）ごとの平均
空間線量は毎時0.08から0.17マイクロシー
ベルトであり、除染実施計画を定める区域（毎

時0.23マイクロシーベルト以上の区域）はあり
ませんでしたが、学校関連および公園などに
ついては、除染実施計画の対象といたします。

▪「汚染状況重点調査地域」の指定を
受け調査測定を実施しました
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で・き・ご・と
2月-3月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2610）
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1
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ジ
ュ
ニ
ア
に
エ
ー
ス
で
出
場

12
月
27
日
〜
29
日
に
札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ

ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。こ
の
大
会
は
プ
ロ
野
球
12
球
団
の
主
催
で
、

球
団
ご
と
に
小
学
5
・
6
年
生
を
中
心
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
を

結
成
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
大
会
に
、東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
Jr
の
厳
し
い
選
考
を
突
破
し
た
小
川
樹
さ
ん（
古
渡
小
6
年
、桜
川
ツ

イ
ン
ズ
所
属
）が
、エ
ー
ス
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。小
川
さ
ん
は
決
勝

戦
ま
で
の
4
試
合
で
、２
勝
と
準
優
勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

2
市
輪
投
げ
大
会

２
月
16
日
、
江
戸
崎
体
育
館
で
第
14
回
稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
輪
投
げ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
支
部
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
40
チ
ー

ム
が
参
加
し
、優
勝
目
指
し
て
競
技
し
ま
し
た
。ま
た
、お
昼
休
み
の

時
間
に
は
、
稲
敷
警
察
署
か
ら
腹
話
術
で
分
か
り
や
す
く
「
高
齢
者

を
狙
っ
た
犯
罪
防
止
」の
啓
発
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
団
体
の
部
／
優
勝
：
橋
向
３
チ
ー
ム
、
準
優
勝
：
鳩
崎
Ａ
チ
ー
ム

▽
個
人
の
部
／
優
勝
：
根
本
亨（
橋
向
）、準
優
勝
：
池
延
ま
ち
子（
鳩
崎
）

3
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修
会

稲
敷
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
主
催
で
、
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
研
修

会
が
、２
月
25
日
に「
稲
敷
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
協
議
会
は
障
害
者
の
生
活
支
援
・
地
域
の
障
害
福
祉
に

関
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
。研
修
会
は
、

近
隣
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
方
々
を
対
象
に
、
講
師
に
武

藤
直
子
先
生
（
全
国
療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
）
を
お
招
き
し
て
の
講
演
で
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

4
あ
げ
餅
自
慢
大
会

２
月
25
日
に
、
市
が
特
産
品
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る「
稲
敷
市
第
３
回
あ
げ
餅
自
慢
大
会
」が
、
江
戸
崎
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、
一
般
の
部
10
組
、
販
売
の
部
8
組
の
合
計
18

組
が
出
品
し
、様
々
な
あ
げ
餅
が
並
び
ま
し
た
。大
会
に
は
約
千
二
百

人
が
訪
れ
、
各
々
あ
げ
餅
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、
一

般
の
部
で
は
小
久
保
勝
子
さ
ん
が
、
販
売
の
部
で
は
え
ど
さ
き
小
町

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

5
桜
川
保
育
所
で
お
茶
会

桜
川
保
育
所
で
は
、
今
年
度
か
ら
5
歳
児
対
象
の
茶
道
教
室
を
初
め

ま
し
た
。静
の
時
間
の
中
で
、
和
の
心
、
礼
儀
を
学
ん
で
い
ま
す
。い

つ
も
元
気
な
子
ど
も
達
で
す
が
、
こ
の
時
間
だ
け
は
神
妙
な
お
顔
で

す
。２
月
の
保
育
参
観
に
は
保
護
者
の
方
に
茶
道
を
披
露
し
ま
し
た
。

6
新
利
根
川
桜
づ
つ
み
に
桜
の
植
樹

３
月
４
日
、新
利
根
川
右
岸
、幸
田
橋
近
く
の
堤
防
で
桜
の
植
樹
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
（
財
）
日

本
さ
く
ら
の
会
が
実
施
す
る
宝
く
じ
桜
配
布
事
業
を
通
じ
、
桜（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）
の
若
木
百
本
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。新
利
根
川
桜
づ

つ
み
は
計
画
延
長
11
㎞
で
、桜
の
名
所
を
目
指
し
整
備
し
て
い
ま
す
。

7
霞
ヶ
浦
清
掃
作
戦

３
月
４
日
、
市
内
全
域
で
霞
ヶ
浦
清
掃
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
湖
岸
や
川
沿
い
、
ま
た
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
が
拾
い
集
め
ら
れ

17
ト
ン
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、
各
地
区
に
集
め
ら
れ

た
ゴ
ミ
は
、
今
年
も
稲
敷
環
境
事
業
協
同
組
合
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、処
理
場
に
配
送
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽（
株
）大
山
／
（
株
）美
浦
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
／
（
有
）シ
ノ
ザ
キ

／
（
有
）ア
ズ
マ
商
事
／
（
有
）な
か
ざ
わ
／
（
有
）神
保
総
業

8
障
害
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
障
害
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
も
県

大
会
で
優
勝
し
、
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。昨
年
の
関
東
大
会
で

は
３
位
決
定
戦
で
惜
し
く
も
千
葉
県
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
心
を
一
つ
に
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1

2
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　日常生活自立支援事業
■ 日常生活自立支援事業とは？
判断能力が十分でないため、福祉サー
ビス利用の手続きや、日常的な金銭管
理が困難な方に対し、住み慣れた地域
で安心した生活が送れるよう援助・支
援する事業です。
■ 対象者
親族の支援を得られない、
　・認知症や物忘れのある高齢者
　・知的障害のある方
　・精神障害のある方
■ サービス内容
□ 福祉サービスの利用のお手伝い
・福祉サービスを利用したり、止めた
りする手続き
・福祉サービスの利用料の支払い

・福祉サービスについての苦情解決制
度の利用手続き
□ 日常的なお金の出し入れのお手伝
い
・年金や福祉手帳の受取りに必要な手
続き
・医療費の支払い
・税金や社会保険料、公共料金の支払
い
・支払いに必要な預貯金の払戻しや解
約、預け入れの手続き
□ 大切な書類などのお預かり
・銀行などの貸金庫を利用して、年金
証書、通帳、権利証、契約書類、保険証
書、実印、銀行印などをお預かり

■ 利用料金
相談は無料ですが、サービス利用につ
いては下記の料金がかかります。
□ 福祉サービスの利用援助・日常的
な金銭管理
1時間あたり900円
□ 書類などの預かりサービス
1か月あたり500円
■ 申込方法
利用に当たっては、社会福祉協議会の
専門員が利用者本人と面接をし、援助
の必要性や本人の利用意思を確認しま
す。その上で、社会福祉協議会との契
約により、サービスが開始されます。
●稲敷市社会福祉協議会　tel.029-
892-5711

広報稲敷 平成24年4月号　2425　広報稲敷 平成24年4月号

市民の皆様からの善意（金銭、物品な
どの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ
橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうござい
ました。（敬称略・順不同　平成23年12

月22日〜平成24年2月28日）

■ 寄付金
茨城県みなみ農業共済組合チャリテイ
ーゴルフ大会実行委員会＝5,630円
／成田国際空港株式会社（NAA）＝
30,000円／宮本かつ子＝10,000円
／東ボランティア連絡協議会＝3,502
円／匿名＝10,000円

市民の皆様から集められた使用済み切
手・使用済みプリペイドカードは茨城
県社会福祉協議会に送付し、専門業者
などに買い取ってもらい換金されたの
ち、茨城県内のボランティア活動支援

■ 物品の寄付
栗原ユキ子・宮崎若子＝タオル・お茶
／退職公務員連盟江戸崎班（代表 来栖

のために役立てられます。
　ご協力ありがとうございました。（敬

称略・順不同　平成23年12月22日〜平

成24年2月28日）

土浦県税事務所稲敷支所／鈴木正男／

　　　善意銀行運営事業

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカードの寄付

　　　ハートピア　〜太鼓クラブ〜
障がい者センターハートピアいなしき
では、毎週木曜日の午前中に石井之枝
先生（石井音楽教室）にボランティアで
ご指導いただき、大太鼓・締太鼓・竹
太鼓・チャッパ・鈴・笛といろいろな
音色を鳴り響かせ、太鼓クラブを行っ

ています。見学自由ですので、ぜひお
立ち寄りください。
　演奏曲は現在6曲あり毎年新しい曲
を練習してレパートリーを増やしてい
ます。
　練習の成果を、茨城県民文化センタ

ーで行われる障害者の文化祭（ナイス

ハートフェスティバル）やハートピアま
つりで披露しています。
●障がい者センターハートピアいなし
き　tel.0299-79-3737

川村須美江／阿波小学校／農業委員会
事務局／稲敷市退職公務員連盟新利根
支部（代表 岡野貞美）／萩原京子／有
限会社根本保険事務所 根本治／稲敷
市保険課

喜好）＝タオル・手袋／稲敷市退職公
務員連盟新利根支部（代表 岡野貞美）＝
タオル・洗剤・紙おむつ

お詫びと訂正
平成24年2月発行のいなしき社協だより2ページに掲載しました、

『共同募金会稲敷市支会東日本大震災義援金報告』の寄付金額に誤
りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

【誤】白ゆり会議　  3,000円
【正】白ゆり会議　30,000円

　　　心配ごと相談所
どこに相談してよいかわか
らないような悩みや不安な
ど、ひとりで抱えこまない
で、どんなことでもご相談
ください。
　相談員がお話をお聞きし、
必要があれば関係機関やサ
ービスなどのご案内を行い
ます。
　秘密を厳守しプライバシ
ーを守りますので、お気軽
にご利用ください。
　なお、予約制となります

ので、事前にお申し込みく
ださい。
　毎月の相談日は広報稲敷
の「くらしと情報」のペー
ジに掲載しています。
●稲敷市社会福祉協議会　
tel.029-892-5711

■ 相談所開設日程
4月5日（木）＝東分庁舎（弁護士）

4月12日（木）＝新利根ふれあいセンター
4月19日（木）＝桜川庁舎（弁護士）

4月26日（木）＝江戸崎公民館
5月10日（木）＝新利根ふれあいセンター（弁護士）

5月17日（木）＝桜川庁舎
5月24日（木）＝江戸崎公民館（弁護士）

5月31日（木）＝東分庁舎
※ 各会場とも午後1時30分〜4時



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

“あいアイ”でほっと一息！
子育て支援センター「あいアイ」は、
子育て中のお母さん、お父さんが気軽
に寄って、一息できる “ほっとステー
ション” です。お子さんが楽しくあそ
ぶための遊具もたくさんあります。お
ばあちゃん、おじいちゃんも大歓迎！
もちろん来るのも帰るのも時間は自由
です。まだ利用したことがない方も、
ぜひ一度遊びに来てください。
▽開館日：毎週月〜金曜日（祝日、年末

年始を除く）　午前9時から午後4時ま
で自由に遊ぶことができます。

あいアイ

つばさ・ひまわり

　また、ママ達のリフレッシュ講座な
ども計画しています。お子さんと一緒
に思いきり楽しんでみませんか？
　子育てに奮闘する保護者の方々が
ホッとできる場、子ども達が安心して
遊べる場として、いつでもどなたでも
気軽に利用できます。ぜひ遊びに来て
ください！

みんなであそぼー！
センターでは、みんなで歌をうたった
り、絵本の読み聞かせなど楽しいこと
がいっぱいです。

 

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

任意予防接種となるため、保護者の方が接種を希望する場
合の助成です。
▽申請方法：接種日を予約後、健康増進課へ助成の申請を
してください。（母子手帳・印鑑を持参）

※ 市内の委託医療機関で実施した場合のみ助成となりま
す。

■子宮頚がんワクチン（1回15,939円助成）

▽対象者：平成8年4月2日〜平成12年4月1日生まれ（高

1 〜中1年齢相当）／平成24年3月31日までに1回目また
は2回目の接種を受けた者で、平成7年4月2日〜平成8
年4月1日生まれ（高2年齢相当）

■ヒブワクチン（1回8,852円助成）

▽対象者 ：2か月〜 5歳未満
■小児用肺炎球菌（1回11,267円助成）

▽対象者：2か月〜 5歳未満
■おたふくかぜ（1回3,000円）

▽対象者：1歳〜 4歳未満
■みずぼうそう（1回3,000円）

▽対象者：1歳〜 4歳未満
●稲敷市健康増進課tel.0297-87-6111

　　　任意予防接種助成

△ママと一緒におやつ作り

△ママと一緒に「はいポーズ！」

広報稲敷 平成24年4月号　2627　広報稲敷 平成24年4月号

行事予定（4月）
3か月児健診
▽江戸崎保健センター：4月20日（金）

午後1時〜1時20分　
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：4月26日（木）

午後1時〜1時20分　対象＝平成22
年9月1日〜26日生まれ
2歳児歯科健診
▽ふれあいセンター：4月10日（火）午

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
予防接種（予約制、定員有）

■ポリオ
▽江戸崎保健センター：4月3日（火）

▽ふれあいセンター：4月19日（木）　
午後1時15分〜1時30分

前9時45分〜10時　対象＝平成22
年3月1日〜4月1日生まれ
3歳児健診
▽ふれあいセンター：4月13日（金）午
前9時45分〜10時　対象＝平成21
年3月1日〜4月4日生まれ
育児相談（予約制）

▽ふれあいセンター：4月24日（火）午
前10時〜11時

あそびの広場日程　〜4月分〜 つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

※下記日程以外も毎日開設しています。（午前9時〜午後4時）

5日（木） ママと遊ぼう（どなたでも）

11日（水） ママと遊ぼう（どなたでも）

12日（木） 赤ちゃん集まれ！（首座り〜 1歳頃）

17日（火） こいのぼりを作ろう（どなたでも）

19日（木） こいのぼりを作ろう（どなたでも）

24日（火） 絵本の広場（どなたでも）

26日（木） 作ってあそぼ！（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

6日（金） ママと遊ぼう（どなたでも）

10日（火） ママと遊ぼう（どなたでも）

13日（金） 赤ちゃん集まれ！（首座り〜 1歳頃）

18日（水） こいのぼりを作ろう（どなたでも）

20日（金） こいのぼりを作ろう（どなたでも）

25日（水） 絵本の広場（どなたでも）

27日（金） 作ってあそぼ！（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分
▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は予約不要、午前10時〜）　
※ 下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時〜午後4

時）は予約なしで自由に遊べます。
4日（水） すくすくday ／東保健センター
5日（木） すくすくday ／桜川保健センター
10日（火） 楽しくあそぼう／あいアイ
11日（水） 楽しくあそぼう／東保健センター
12日（木） 楽しくあそぼう／桜川保健センター
13日（金） すくすくday ／江戸崎保健センター
17日（火） ママとあそぼう（ヨチヨチまで）／あいアイ
19日（木） すくすくday ／東保健センター
24日（火） ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
25日（水） すくすくday ／東保健センター
26日（木） 誕生会（4月生まれ）／あいアイ

対象の方には、お知らせを3月の末に送付します。進学先
などで接種状況を確認することがありますので、夏休み前
までに接種をお願いします。
　なお、市内の中学校通学者は集団接種を予定しています。
●稲敷市健康増進課tel.0297-87-6111

　　　予防接種
対象年齢 予防接種名
年長児相当 麻疹・風疹混合ワクチン
小学6年生相当 二種混合（破傷風・ジフテリア）ワクチン
中学1年生相当 麻疹・風疹混合ワクチン
高校3年生相当 麻疹・風疹混合ワクチン



 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新刊図書

「あなたの本」誉
田哲也（中央公論新

社）、「ここはボツ
コニアン」宮部み
ゆき（集英社）、「朝
の霧」山本一力（文

藝春秋）

※ 写真左から

広報稲敷 平成24年4月号　2829　広報稲敷 平成24年4月号

生涯学習
 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

第7回稲敷市スポーツ少年団駅伝大会結果

澄みきった青空の下、2月12日、江戸
崎総合運動公園グラウンドにおいて、
市内スポーツ少年団の駅伝競走（58

チーム）、また市内小学生低学年による
オープン競走（男子74人、女子32人）が
盛大に開催されました。
駅伝競走
■男子（5、6年生）27チーム
1位：江戸崎ドリーム1
■男子（3、4年生）16チーム
1位：いなしきA・I くらぶ1
■女子（5、6年生）10チーム
1位：江戸崎ドリーム1
■女子（3、4年生）5チーム
1位：いなしきA・I くらぶ1
■区間新記録

第3回稲敷市民硬式テニス大会結果

当日は、気温が低い曇り空でしたが風
もないテニス日和でした。
　男子ダブルス４ペア、女子ダブルス
５ペア、シニア男子ダブルス５ペアの
計14ペアが最後まで熱戦を繰り広げ
ました。
一般の部
■男子ダブルス
優勝：宮本・金永（すだちTC）

準優勝：鹿内・赤坂（ジョイポジ・桜川

TC）

■女子ダブルス
優勝：吉田・小関（フリー・江戸崎TC）

準優勝：木村・鳥澤（江戸崎TC・フリー）

男子（3、4年生）2区＝正能雅玖斗（江

戸崎サッカー）

女子（3、4年生）1区＝寺田一花（いな

しきA・I くらぶ）

オープン競走　
■男子
1位：平井亜雄真（あずま西小2年）　
2位：石川樹（江戸崎小2年）

3位：蛯原朱李（あずま北小2年）

■女子
1位：石川由衣（江戸崎小1年）

2位：櫻井愛菜（小絹小2年）

3位：朝比奈美羽（高田小2年）

シニアの部
■男子ダブルス
優勝：長濱・高城（火木会・江戸崎TC）

準優勝：村山・徳若（光葉テニス愛好会）

図書カレンダー  4月
市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6 7 
 8 9 10 11 12 13 14 
 15 16 17 18 19 20 21 
 22 23 24 25 26 27 28 
 29 30
江戸崎図書室
毎週月曜日、4月24日（火）、29
日（日）休室
桜川、新利根図書室
毎週月曜日、4月29日（日）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

捜査」佐々木譲、「途方もなく霧は流れ
る」唯川恵、「カーネーション 下」渡辺
あや、「ルーズヴェルト・ゲーム」池井
戸潤、「赤穂バイパス線の死角」西村京
太郎、「月曜日のリスはさびしい 上・
下」カトリーヌ パンコール、「俺と下
僕の妖怪退治」天堂里砂、「相田家のグ
ッドバイ」森博嗣、ほか

新着DVD
「東日本大震災  宮城・石巻地方沿岸部
の記録／大震災記録映像DVD」、「仮面
ライダー × 仮面ライダーオーズ＆ダ
ブル　feat. スカル  MOVIE」、「もし
高校野球の女子マネージャーがドラッ
カーの「マネジメント」を読んだら」、

「桜田門外ノ変」、「なくもんか」、ほか

図書館・図書室共通

子ども読書スタンプラリー
子どもの読書週間にちなんで「スタン
プラリー」を開催します。借りた本の
冊数をスタンプで押し、証明書を発行
します。
　これを機会にたくさんの本と出合っ
てみませんか？
▽期間：4月20日（金）〜 5月13日（日）

▽対象：中学生まで（図書館利用カード

が必要）　▽場所：図書館、各公民館図
書室

市立図書館

「古典を読む会」会員募集
古典文学をみんなと一緒に楽しみなが
ら学んでみませんか？
▽日時：毎月第2土曜日　午後2時〜
※ 初回＝5月12日（土）　▽場所：図
書館2階　会議室　▽申込：4月13日

（金）までに図書館カウンター、または
電話でお申し込みください。　▽定員：
20人

映画会
上映開始時間は、午後2時から。

「にじいろのさかな〜ぼうけん編」（上

映時間24分）

▽日時：4月14日（土）、15日（日）

「キャッツ＆ドッグス」（上映時間82分）

▽日時：4月21日（土）、22日（日）　
「忍たま乱太郎〈実写版〉」（上映時間

100分）

▽日時：4月28日（土）、5月6日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：４月22日（日）　午前10時
30分〜

新刊図書
「瓦礫の中の幸福論」渡辺淳一、「地層
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映
画「
狐
と
狸
」の
舞
台
と
な
っ
た
稲
敷
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
浜
田
純
男

最
近
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

の
画
面
に
、
見
慣
れ
た
市
内
の

建
物
や
風
景
が
頻
繁
に
登
場
し

ま
す
。「
い
な
し
き
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
設
立
さ
れ
、

ロ
ケ
の
誘
致
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。と
こ

ろ
で
、
半
世
紀
前
に
稲
敷
市
内

で
、
大
が
か
り
な
ロ
ケ
を
行
な

っ
た
映
画
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。一
九
五
九
年（
昭
和
三
四
年
）

に
公
開
さ
れ
た
東
宝
映
画
「
狐

と
狸
」（
監
督
：
千
葉
泰
樹
）で
す
。

霞
ヶ
浦
周
辺
の
水
郷
地
方
が
舞

台
で
、
化
繊
を
純
毛
と
人
絹
を

本
絹
と
偽
り
、
粗
悪
な
洋
服
や

生
地
な
ど
を
、
言
葉
巧
み
に
売

り
歩
く
甲
州
の
行
商
人
と
、
そ

れ
を
買
う
農
家
の
人
々
の
強
欲

ぶ
り
を
、
狐
と
狸
の
化
か
し
合

い
に
例
え
て
描
い
た
映
画
で
す
。

加
東
大
介
・
小
林
桂
樹
・

左ひ
だ
り
ぼ
く
ぜ
ん

卜
全
・
有
島
一
朗
・
森
繁
久

弥
・
清
川
虹
子
な
ど
、
東
宝
の

俳
優
が
大
勢
出
演
し
た
本
格
喜

劇
で
、
江
戸
崎
の
映
画
館
で
も

上
映
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
映
画

に
は
、
各
地
を
行
商
す
る
場
面

に
、
昭
和
三
〇
年
代
の
稲
敷
市

や
霞
ヶ
浦
周
辺
の
懐
か
し
い
風

景
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。画
像

か
ら
当
時
の
ロ
ケ
地
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、
確
認

で
き
ま
し
た
ロ
ケ
地
を
訪
ね
て

み
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
に
続
き
地
図
が
登

場
し
、
江
戸
崎
町
の
文
字
が
映

し
出
さ
れ
ま
す
。画
面
が
変
わ

り
江
戸
崎
市
街
へ
、
当
時
設
置

さ
れ
て
い
た
ネ
オ
ン
管
式
の
、

江
戸
崎
銀
座
通
の
看
板
ゲ
ー
ト

が
映
り
ま
す
。商
店
街
の
通
り

沿
い
に
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
や

酒
店
の
看
板
、
土
蔵
造
り
や
茅

葺
き
屋
根
の
家
が
見
え
ま
す
。

次
に
砂
利
道
だ
っ
た
通
り
を
、

懐
か
し
い
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

（
鹿
島
参
宮
鉄
道
バ
ス
？
）が
、
牛

が
曳
く
荷
車
や
買
い
物
客
を
避

け
な
が
ら
走
る
場
面
が
登
場
し

ま
す
。旧
鈴
木
屋
旅
館
（
現
え
ど

さ
き
笑
遊
館
）が
、
行
商
人
達
が

定
宿
と
す
る
上
州
屋
旅
館
と
し

て
登
場
し
ま
す
。
劇
中
で
は
、

外
見
は
セ
ッ
ト
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
旅
館
内
部
は
ロ
ケ
で
使
用

さ
れ
当
時
の
様
子
が
覗
え
ま
す
。

笑
遊
館
に
残
さ
れ
て
い
る

階か
い
だ
ん
だ
ん
す

段
箪
笥
も
画
面
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。

　

江
戸
崎
地
区
で
は
、
江
戸
崎

商
店
街
、
高
田
須
賀
の
通
り
や

現
存
す
る
建
物
、
高
田
神
社
方

面
へ
向
か
う
旧
道
、
高
田
小
学

校
方
面
へ
続
く
坂
道
が
映
り
ま

す
。ど
ち
ら
も
砂
利
道
で
、
現

在
と
比
べ
る
と
周
辺
に
建
物
は

少
な
く
、
背
景
に
は
木
々
が
濃

い
よ
う
に
見
え
ま
す
。今
は
信

号
近
く
に
移
さ
れ
た
路
傍
の
石

仏
も
映
っ
て
い
ま
す
。新
利
根

地
区
で
は
、
下
太
田
の
江
戸
時

代
に
造
り
酒
屋
を
営
ん
で
い
た

農
家
の
間
口
十
六
間
の
長
屋
門

（
石
岡
市
の
常
陸
風
土
記
の
丘
へ
移

築
）が
、
東
地
区
で
は
、
旧
水
郷

大
橋
や
利
根
川
と
横
利
根
川
の

合
流
点
が
見
渡
せ
る
現
在
の
横

利
根
水
門
付
近
が
登
場
し
ま
す
。

　

桜
川
地
区
で
は
、
行
商
人
達

が
大
き
な
商
売
を
も
く
ろ
ん
だ

場
面
で
、
当
時
の
戸
崎
集
落
や

野の
だ
な
が
わ

田
奈
川
に
架
け
ら
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
小
橋
、
茨
城
百
景

の
石
碑
、
旧
農
協
の
大
谷
石
造

り
の
倉
庫
（
現
在
解
体
）
な
ど
が

登
場
し
ま
す
。こ
の
場
面
に
は

多
く
の
人
々
が
登
場
し
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
が
、
エ
キ
ス
ト

ラ
で
参
加
し
て
い
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。他
に
、
当
時
の
水
郷

情
緒
溢
れ
る
風
景
や
、
花
嫁
舟

が
全
編
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

　

行
商
先
を
打
ち
合
わ
せ
す
る

場
面
で
は
、
小
野
・
寺
内
・

古ふ
っ
と渡
・
大お
お
つ
ぼ坪
な
ど
の
地
名
が
、

台
詞
の
中
に
登
場
し
ま
す
。原

作
の
『
甲
州
商
人
』（
作
：
熊
王

徳
平
）に
は
霞
ヶ
浦
や
北
浦
、龍

ヶ
崎
周
辺
の
地
名
が
、特
に「
水

郷
の
秋
」の
編
で
は
、
法
渡（
古

渡
？
）・
江
戸
崎
・
小
野
・
寺
内
・

姫
宮
・
伊い

さ

づ
佐
津
・
引ひ
き
ふ
ね舟・
羽
賀
沼
・

阿
波
崎
・
柳や
ぎ
な
わ縄
・
戸
崎
・
水
神
・

狸ま
み
あ
な穴
・
幸こ
う
だ田
・
新
利
根
川
・

榎え
の
き
が
う
ら

ヶ
浦
な
ど
、
市
内
の
多
く
の

地
名
が
登
場
し
ま
す
。各
地
の

情
景
が
良
く
描
写
さ
れ
て
お
り
、

作
者
の
綿
密
な
取
材
が
あ
っ
た

こ
と
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

※
著
作
権
の
関
係
で
映
画
内
の

画
像
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

透
析
に
通か
よ

う
道
に
も
春
は
あ
り	

坂
本
美
園（
戸
張
）

着
ぶ
く
れ
て
少
し
若
や
ぐ
マ
フ
ラ
ー
を	

代
静（
犬
塚
）

手
の
甲
の
荒
れ
も
ゆ
る
み
て
春
兆き
ざ

す	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

春
光
や
祝
杯
の
泡
弾
け
ゆ
く	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

初
午
の
回
覧
板
の
届
き
け
り	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

空
き
缶
の
行
き
つ
戻
り
つ
春
の
風	

石
井
忠（
橋
向
）

風
花
や
筑
波
颪
の
か
ぜ
に
舞
う	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

日
向
ぼ
こ
鳩
は
日
差
し
を
胸
に
受
け	

宮
本
芳
子（
切
通
）

歯
科
院
の
鏡
明
る
き
梅
の
花	

岡
村
敏
子（
新
山
）

身
ほ
と
り
に
梅
あ
る
暮
し
過
疎
の
村	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

腹
わ
っ
て
歌
に
熱
燗
尽
き
ぬ
宵	

笠
間
円（
駒
塚
）

さ
ざ
波
の
一
つ
一
つ
に
日
脚
伸
ぶ	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

お
じ
ぎ
し
て
幼
な
児
春
野
を
帰
り
行
く	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

春
の
雪
遠
出
た
め
ら
ふ
小
半
時	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

早
春
の
空
雪ゆ
き
ぐ
れ暗
と
な
り
し
と
は	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

雪
払
う
肩
の
薄
き
に
驚
き
ぬ	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

福
寿
草
日
当
た
り
の
良
き
傾
斜
地
に	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

春
光
る
蓮
根
掘
り
の
手
先
に
も	

高
須
湖
城（
浮
島
）

辰
年
や
二
人
の
孫
と
爺
さ
ん
と	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

御
快
癒
を
祈
る
記
帳
所
雪
の
朝	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

陽
ざ
し
良
き
障
子
に
写
る
影
二
つ	

小
貫
和
子（
浮
島
）

隣
家
よ
り
追
い
返
さ
れ
し
恋
の
猫	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

六
地
蔵
頭つ
む
りに
し
ば
し
春
の
雪	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

義
理
固
く
生
き
し
老
爺
の
野
辺
送
り
農
道
を
行
く
黒
い
葬
列	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

新
し
き
ド
レ
ス
身
に
つ
け
立
春
の
鏡
を
の
ぞ
く
華
や
ぐ
思
い
に	

内
田
君
代（
沼
田
）

大
地
蹴
り
ひ
ゆ
ん
ひ
ゆ
ん
と
跳
ぶ
曽
孫
の
足
の
強
き
に
家
族
で
数
ふ	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

封
筒
に
書
く
宛
名
ま
で
曲
が
り
き
て
い
つ
し
か
老
い
の
迫
る
身
を
知
る	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

寒
さ
に
も
耐
え
て
萠
え
出
る
水
仙
の
緑
の
葉
先
春
を
待
ち
い
る	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

北
国
の
雪
の
心
配
な
か
り
そ
う
春
の
光
に
山
も
賑
わ
う	

松
本
静
子（
西
町
）

の
ぼ
り
来
る
公
魚
釣
り
の
車
列
な
す
春
ま
だ
浅
き
小
野
川
堤	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

う
た
か
た
の
ご
と
く
に
う
ま
れ
い
で
た
れ
ば
う
た
か
た
の
如
く
消
え
ゆ
く
吾
は	

及
川
良
三（
佐
倉
）

メ
キ
シ
コ
の
南
瓜
買
ひ
来
て
料
理
せ
ば
冬
の
厨
は
ひ
ま
わ
り
の
花	

財
部
睦
美（
光
葉
）

庭
す
み
の
細
き
沙
羅
の
木
葉
を
お
と
し
冬
日
の
な
か
に
冬
芽
を
持
ち
し	

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

三
月
前
建
て
た
る
歌
碑
を
蝶
よ
ぎ
る
は
に
か
む
よ
う
に
春
光
の
中	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

ま
た
来
た
と
語
り
か
け
つ
つ
夫
の
碑
に
花
を
供
え
て
わ
が
八や

そ

じ
十
路
を
祝
う	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

拳こ
ぶ
しほ
ど
の
巣
が
枯
葦
の
中
に
あ
り
こ
こ
よ
り
発た

ち
し
命
を
思
う	

川
村
と
み（
堀
川
）

節
分
の
豆
を
ま
き
つ
つ
わ
が
希ね
が
ひ春
遠
か
ら
じ
と
心
ふ
く
ら
む	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

嫁
さ
ん
の
古
稀
の
祝
の
バ
ッ
ク
持
つ
人
生
の
旅
こ
こ
ま
で
来
た
る	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

春
あ
け
ぼ
の
山
路
は
土
の
さ
は
さ
は
と
芽
ぶ
き
そ
め
し
を
や
さ
し
み
歩
む	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

枕
辺
に
歌
友
ら
の
色
紙
秘
め
置
き
て
日
が
な
一
日
情
に
接
す	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

は
る
の
陽
の
光
あ
ま
ね
し
わ
が
庵
り
こ
こ
ろ
新
た
に「
無
心
」と
書
き
初
む	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

と
り
ど
り
の
花
店
先
に
顔
出
し
ぬ
も
う
す
ぐ
雛
の
日
チ
ュ
リ
ッ
プ
求
む	

根
本
邦
子（
押
砂
）

冬
の
日
の
光
を
た
め
て
臘
梅
の
淡
き
黄
に
透
く
小
花
か
ほ
れ
る	

板
橋
道
子（
福
田
）

幼
き
日
月
が
化
け
た
と
泣
き
に
け
り
皆
既
月
蝕
い
ま
に
無
気
味
な
る	

柴
崎
文
子（
町
田
）

星
寒
き
空
の
あ
な
た
に
早
や
五
年　

明
日
は
節
分
わ
れ
喜
寿
と
な
る	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

防
護
服
着
け
て
自
宅
へ
二
時
間
限　

原
発
重
し
帰
路
の
手
荷
物	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

△江戸崎商店街

△浮島戸崎 △高田須賀信号付近
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広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。
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防災・おぶ・稲敷　　稲敷広域 江戸崎消防署 桜東分署 職員：25名 ／ 車両：水槽付ポンプ自動車（２ 
        台）、救急車、連絡車、水防トラック

江戸崎消防署桜東分署は、桜川出張所
および東出張所を統合し、平成22年4
月1日に（稲敷市上須田355番地１・鉄骨

平屋建・延床面積650.5㎡）誕生しました。
　現在、水槽付ポンプ自動車２台・高規
格救急車1台・連絡車１台水防トラッ
ク1台が配備、職員25名が二交代制で
勤務しています。管轄区域としては、旧
桜川村と旧東町で市民の皆様が「安心
して暮らせる街」の実現を目指し火災・
救急などの一刻を争う災害現場で日夜
活動しています。
　桜東分署管内ではAED（自動体外式

除細動器）などの救命機器が小中学校は
もとより各ゴルフ場・大規模事業所に

設置され、また工事現場などに於いて
は関係者の協力でAED の設置、更に講
習会を受講しております。桜東分署で
は市民に対しての応急手当講習会を実
施し受講の推進に力を入れ、市民誰も
が効果的な応急手当が出来る地域づく
りを目指しています。
　また、住宅火災警報器の設置に向け
た普及活動も定期的に実施しておりま
す。火災で亡くなられた方の約８割は
住宅火災によるものです。大切な家族
の命を住宅火災から守るため、火災を
早期に発見することで、逃げ遅れを無
くし、また初期消火や通報などの行動
が早まり近隣への延焼被害も軽減しま

す。ぜひ、住宅火災警報器の設置をお願
いします。（各居室・台所・階段の天井また

は壁に設置）

　江戸崎消防署桜東分署は、市民の皆
様のニーズに一つでも多く応えられる
組織になるよう、職員一丸となって
日々の業務に取り組んでおります。

編集後記　
▽オオヒシクイも北にかえっていきました（3月12日）。稲敷市にも本格的な春の訪れが来るこ
とでしょう。ちょっと遅れ気味の今年の「春」。ちょうど入学式に桜が満開になることに期待し
ます（i）　▽4月は何かを始めるのにいい時期です。花粉などには負けず、新たな事にチャレン
ジしましょう！（栗）


